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１．研究計画の概要 
  遺伝子銃によるカイコの翅原基、翅組織へ
の遺伝子の導入法を、器官の時期、培養条件
について検討し、様々な条件で可能になるよ
うに検討していく。クチクラタンパク質遺伝
子は、エクダイソンが上昇後の下降で誘導さ
れるBMWCP2,5及びエクダイソンが上昇すると
きに誘導されるBMWCP10、さらに、最終齢の初
期に発現しエクダイソンにより発現が抑制さ
れるBMWCP11について発現の時期及びホルモ
ン応答性の異なるこれらクチクラタンパク質
遺伝子がどのような因子に誘導され、これら
の発現調節領域がどのようになっているかを
解析する．  
 
２．研究の進捗状況 
 
 研究は順調に進んでおり、翅原基における
遺伝子導入システムは様々な遺伝子に適応
できた．  
 平成１９年度は、エクダイソンパルスで誘
導されるクチクラ蛋白質遺伝子 BMWCP2 と 
BMWCP5 の上流域をクローニングし、エクダイ
ソンパルスに応答する配列を明らかにした。
また、遺伝子銃によるカイコの翅原基、翅組
織への遺伝子の導入法を、器官の時期、培養
条件について検討した。平成２０年度は、エ
クダイソンに直接誘導される BMWCP10遺伝子
のプロモーター解析を行い、エクダイソンに
応答する初期遺伝子である BRC-Z2 が実際に
クチクラ蛋白質遺伝子の上流に結合して発
現誘導に関わることを明らかにできた．平成
２１年度は、BMWCP10 遺伝子のプロモーター
部に存在するエクダイソンレスポンスエレ
メント(EcRE)を見いだし、ゲルシフトアッセ
イ、レポーターアッセイにより、クチクラタ
ンパク質遺伝子の上流に、EcRE が存在し、EcR
が結合することを初めて見いだした．また、

カイコの EcRE もこれにより始めて配列を明
らかにした．発現時期及びエクダイソン応答
性が異なる BMWCP10 と BMWCP2, 5 の発現調節
に関わる上流の配列や、そこに結合するエク
ダイソンに誘導される転写因子を明らかに
することにより、カイコのゲノム情報と実際
の遺伝子の発現様式を結びつけることが出
来た．これらの結果は、エクダイソンのシグ
ナルカスケードを明らかにする上で貢献を
果たした．また、エクダイソン応答性の転
写因子が実際に発現する遺伝子の上流部に
結合し、プロモーター活性を高めることを
明らかにした事で、このような研究に実験
方法として新たな活路を切り開くことが出
来た． 
 これらの結果は、国際誌に発表し，評価を
受けている．当初の予定したものでは
BMWCP11 の解析がまだ終了していないが，
現在解析を行っているところである． 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している 
 予定していた内容の７割がたは完了して
いる． 
４．今後の研究の推進方策 
 
  BMWCP11 について解析を進めるとと
もに，クチクラタンパク質以外の，転写因子
の解析を本システムを適用することが可能
であることが明らかとなったので，種々の転
写因子の解析，それぞれの相互作用の解析も
行う予定である． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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